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本講義の目的	

１、総合問題における資料の見方を理解する。	

２、総合問題における解き方の流れを理解する。	

　第２章：総合問題対処法	

１、はじめに　	

２、基本例題Ⅱー１（工業簿記の総合問題その１）   	

３、基本例題Ⅱ－２（工業簿記の総合問題その２） 	

４、基本例題Ⅱー３（工業簿記の総合問題その３）  	

５、本試験の出題パターン	

６、基本例題Ⅱ—４（理解することの意味）	

７、コラム「時間はビジネスを制する」	
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材　　料	

賃　　金	

経　　費	 第１製造部門	

第２製造部門	

仕掛品	 製　品	

工業簿記では勘定連絡図の流れにそって原価を計算する	

製造間接費	

直接費	
間接費	

直接費	
間接費	

直接費	
間接費	

直　課	

配　賦	

第２章：工業簿記・原価計算の学習方法	

＜工業簿記・原価計算編＞	

１、はじめに	

　工業簿記の学習については、「勘定連絡図の流れ」をおさえるようことが大切でした。	

特に、問題では①製品原価の計算と②勘定記入の２つが問われます。そして、製品原価の計算は勘定連絡図の

流れに沿って計算をします。このため、工業簿記をマスターするコツは勘定連絡図の流れをしっかりと頭に入れる

ということになります。	

２、工業簿記の総合問題対処法	

　　１級の工業簿記で最初にぶつかる壁が、工業簿記の総合問題だと思います。問題の資料を読んでも文字や数

字が多く、どこを読んで、どこから解いていっていいのか分からなくなりますよね。工業簿記の総合問題を解くにあ

たってのポイントは、「勘定連絡図の流れをイメージしながら問題の資料を読む」ということです。	

先ほど上述しましたように、工業簿記は勘定連絡図の流れにそって製品原価の計算を行い、帳簿に記入していき

ます。このため、工業簿記の問題を解くときにも勘定連絡図の流れをイメージしながら問題の資料を読み、その流

れに沿って解いていくことになります。それでは、ここで実際の総合問題でこのことをみてみましょう。	

　当社は造船業を営んでいる。当月に入り、豪華客船１隻の注文を受けた。	

よって、下記資料に基づき、以下の問に答えなさい。	

問1：仕掛品勘定を記入しなさい。	

問2：豪華客船の製造原価はいくらになるか計算しなさい。	

　　　　　　　　	

基本例題Ⅱ－１	 ＜工業簿記の総合問題その１＞	

部門別計算の場合
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（資　料）	

１、材料費の計算	
（１）主要材料の購入及び消費は以下のとおりであった。	
　・前月繰越分２０㎏　単価１００円	
　・当月購入分８０㎏　単価１２５円	
　・当月消費量７０㎏　単価　？円	
　・月末実地棚卸数量２８㎏	
　　なお、主要材料の消費額の計算は継続記録法による平均法によって行なう。	
　　また、棚卸減耗は正常な範囲であった。	
	
（２）補助材料の購入及び消費は以下のとおりであった。	
　・前月繰越分２００円	
　・当月購入分８００円	
　・次月繰越分５００円	
　　なお、補助材料の消費額の計算は棚卸計算によって行なう。	

２、労務費の計算	
　直接工の賃金支払い及び消費額は以下のとおりであった。	
　・当月の賃金支払いは、賃金支給総額７，１００円、所得税控除額２００円	
　　社会保険料控除額７００円であった。	
　・前月未払分４００円、当月未払分５００円がある。	
　・当月の直接工の作業時間の内訳は以下のとおりである。	
　　直接作業時間：８時間　間接作業時間：２時間	

３、その他の費用の計算	
　上記以外にも以下のような費用がかかった。	
　・外注加工賃（前月未払額２００円、当月支払額８００円、当月未払額１００円）	
　・工場建物減価償却費年間予定総額９，６００円　	
　なお、製造間接費の配賦計算は実際配賦の方法によること。	

仕　掛　品	

＜解答欄＞　問１	

材　　　料（　　　　　）	

賃　　		金（　　　　　）	

経　　		費（　		　　　）	

製造間接費（　　　　　）	

製　　　品（　　　　　）	

問２	 豪華客船の製造原価	

円	
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仕　掛　品	
【解　答】　問１	

材　　　料（８，４００）	

賃　　		金（５，７６０）	

経　　		費（　	７００	）	

製造間接費（２，９８０）	

製　　品（１７，８４０）	

問２	 豪華客船の製造原価	

円	１７，８４０	

【解　説】	

　日商簿記検定１級の工業簿記・原価計算の問題では、総合問題という形式で出題されます。	

総合問題を解くにあたり、まず、ポイントとなる点は「勘定連絡図の流れと問題の資料をリンクさせて読む」ということで

す。問題の資料を漫然と読んだだけでは、どこから計算してよいのか分からなくなります。そこで、問題の資料と勘定連

絡図の流れをリンクさせて読む必要があるのです。このことにより、どの資料が勘定連絡図のどの部分のことをいって

いるのかが分かるようになります。そして、流れに沿って材料費から計算していくわけです。	

材　料（主要）	

前月20㎏　　＠100	

当月80㎏　  ＠125	

直接費70㎏×＠120	

棚卸減耗2㎏×＠120	

月末実地28㎏	

材　料（補助）	

前月　　200	

当月　　800	

当月消費額　500	

月末　　500	

賃　金	

当月支払　7,100	

当月未払　　500	
当月消費額　7,200	

前月末払　　400	

経　費（外注加工賃）	

当月支払　　800	

当月未払　　100	
当月消費額　700	

前月末払　　200	

経　費（減価償却費）	

年間発生額	
　　9,600	

当月発生額　　800	

仕　掛　品	

材　　　　 料8,400	

賃　　　　 金5,760	

経　　　　 費　 700	

製造間接費2,980	

製造間接費	

棚卸減耗費  240	

間接材料費   500	

間接労務費1,440	

　 間接経費   800	7,200		
8時間＋2時間		

＝消費賃率720円／時間	

＠720×8時間	

＠720×2時間	

実際配賦　2,980	

賦　課	

配　賦	

製　品　17,840	

【資料１（１）】	

【資料１（２）】	

【資料２】	

【資料３】	

【資料３】	

問題を解く際は、各費目ごとにＴ勘定を	
書いて計算するとよいでしょう。	
また、主要材料と補助材料のように	
同じ材料費でも複数種類でてきたら	
それぞれにＴ勘定を書いて計算するよう	
にしましょう。	
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　当社は造船業を営んでおり、今月において戦艦大和及びタイタニック号の製造受注をうけた。

よって下記資料に基づき、以下の問に答えなさい。なお、当社では個別原価計算を採用している。	

問1：仕掛品勘定を記入しなさい。問2：原価計算表を作成しなさい。	

　　　　　　　　	

基本例題Ⅱ－２	

（資　料）	

１、材料費の計算	
（１）主要材料の購入及び消費は以下のとおりであった。	
　・前月繰越分２０㎏　単価１００円	
　・当月購入分８０㎏　単価１２５円	
　・当月消費量７０㎏　単価　？円	
　・月末実地棚卸数量２８㎏	
　　なお、主要材料の消費額の計算は継続記録法による平均法によって行なう。	
　　また、棚卸減耗は正常な範囲であった。	
	
（２）補助材料の購入及び消費は以下のとおりであった。	
　・前月繰越分２００円	
　・当月購入分８００円	
　・次月繰越分５００円	
　　なお、補助材料の消費額の計算は棚卸計算によって行なう。	

２、労務費の計算	
　直接工の賃金支払い及び消費額は以下のとおりであった。	
　・当月の賃金支払いは、賃金支給総額７，１００円、所得税控除額２００円	
　　社会保険料控除額７００円であった。	
　・前月未払分４００円、当月未払分５００円がある。	
　・当月の直接工の作業時間の内訳は以下のとおりである。	
　　直接作業時間：８時間　間接作業時間：２時間	

３、その他の費用の計算	
　上記以外にも以下のような費用がかかった。	
　・外注加工賃の当月消費額７００円であり、製造指図書＃１の製造のために消費したものである。	
　・工場建物減価償却費年間予定総額９，６００円　	
　なお、製造間接費の配賦計算は機械作業時間を配賦基準とする実際配賦の方法によること。	

４、各製造指図書における直接材料消費量、直接作業時間及び機械作業時間は以下のとおりである。	
　	

＃１	
（戦艦大和）	

＃２	
（タイタニック号）	

＃２－１	 合　計	

直接材料消費量	 ３０㎏	 ３０㎏	 １０㎏	 ７０㎏	

直接作業時間	 ３時間	 ３時間	 ２時間	 ８時間	

機械作業時間	 ５時間	 ３時間	 ２時間	 １０時間	

（注）両指図書とも当月から作業を開始しているが、＃１の製品については当月未完成であり	
　　　残りは当月につき完成している。また、＃２についてはその一部が仕損となり、補修指図	
　　　書＃２－１を発行して補修した。当該仕損は正常なものであり、指図書＃２に賦課する。	

＜工業簿記の総合問題その２＞	
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仕　掛　品	【解答欄】　問１	

材　　　料（　　	　		）	

賃　　		金（　							）	

経　　		費（　							）	

製造間接費（　　					）	

製　　			品（　							）	

問２	 原価計算表	

＃１	 ＃２	 ＃２－１	 合　計	

直接材料費	

直接労務費	

直接経費	

製造間接費	

小　計	

仕損費	

合　計	

備　考	

仕　掛　品（　　					）	

仕　掛	　品（　　					）	

次	月	繰	越（　							）	

【解		答】問１	 仕　掛　品	

材　　　料（８,４００）	

賃　　		金（５,７６０）	

経　　		費（　	７００）	

製造間接費（２,９８０）	

製　　			品（９,８９０）	

仕　掛　品（３,２３６）	

仕　掛	　品（３,２３６）	

次	月	繰	越（７,９５０）	

＃１	 ＃２	 ＃２－１	 合　計	

直接材料費	 ３，６００	 ３，６００	 １，２００	 ８，４００	

直接労務費	 ２，１６０	 ２，１６０	 １，４４０	 ５，７６０	

直接経費	 ７００	 －	 －	 ７００	

製造間接費	 １，４９０	 ８９４	 ５９６	 ２，９８０	

小　計	 ７，９５０	 ６，６５４	 ３，２３６	 １７，８４０	

仕損費	 －	 ３，２３６	 △３，２３６	 －	

合　計	 ７，９５０	 ９，８９０	 ０	 １７，８４０	

備　考	 仕掛中	 完　成	 ＃２へ振替え	

問２	 原価計算表	

7	M-Cass日商簿記検定2級講座講座	



材　料（主要）	

前月20㎏　　＠100	

当月80㎏　  ＠125	

直接費70㎏×＠120	

棚卸減耗2㎏×＠120	

月末実地28㎏	

材　料（補助）	

前月　　200	

当月　　800	

当月消費額　500	

月末　　500	

賃　金	

当月支払　7,100	

当月未払　　500	
当月消費額　7,200	

前月末払　　400	

経　費（外注加工賃）	

当月支払　　	

当月未払　　	
当月消費額700　	

前月末払　　	

経　費（減価償却費）	

年間発生額	
　　9,600	

当月発生額　　800	

7,200		
8時間＋2時間		

＝消費賃率720円／時間	

【資料１（１）】	

【資料１（２）】	

【資料２】	

【資料３】	

【資料３】	

製造間接費	

棚卸減耗費  240	

間接材料費   500	

間接労務費1,440	

　 間接経費   800	

実際配賦　2,980	

仕　掛　品（＃１）	

材　　　　 料3,600	

賃　　　　 金2,160	

経　　　　 費　 700	

製造間接費1,490	

次月繰越7,950	

仕　掛　品（＃２）	

材　　　　 料3,600	

賃　　　　 金2,160	

製造間接費　894	

仕　  掛　 品3,236	

製　品　9,890	

仕　掛　品（＃２－１）	

材　　　　 料1,200	

賃　　　　 金1,440	

製造間接費			596	

仕掛品　3,236	

【資料4】	

【資料4】	

【資料4】	

＠120×30㎏	

＠120×30㎏	

＠120×10㎏	

＠７20×3Ｈ	

＠７20×3Ｈ	

＠７20×3Ｈ	

2,980		

5時間＋3時間＋2時間		
＝配賦率298円／時間	

＠298×5Ｈ	

＠298×3Ｈ	

＠298×2Ｈ	

＃２へ振替え	

注：仕損費勘定を設けず	
　　直接仕掛品勘定へ	
　　振替える場合もあります。	

【解　説】	

　今回においては個別原価計算の計算方法と仕損の処理が問われています。いずれにせよ、前問同様に勘定連

絡図の流れをしっかりと意識し、問題の資料を勘定連絡図の流れに沿ってみるようにしましょう。また、帳簿上の

仕掛品勘定は１つですが、個別原価計算においては製造指図書ごとに仕掛品勘定があると考えるとよいでしょう。	

　問題を解くときは、①費目別計算→②製造間接費の配賦計算→③製品別計算という流れで解くとよいでしょう。	
このとき、特に直接費と間接費の流れの違いを意識するようにしましょう。直接費はどの製品にいくらかかっているのか	
個別に計算できる費用ですので、仕掛品勘定に直課します。これに対し、間接費はどの製品にいくらかかっているのか	
個別に計算できない費用ですので、いったん製造間接費勘定に集計し、そこから仕掛品勘定へ配賦をします。	
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　当工場では第１工程の始点でＡ材料を投入し、第２工程の終点でＢ材料を投入し、両工程の加工を
経て製品を大量生産している。原価計算の方法としては、工別総合原価計算（累加法）を採用してい
る。下記資料に基づき、以下の問に答えなさい。	
問1：完成品原価および月末仕掛品原価、異常仕損費の金額を計算しなさい。	
問2：仕掛品勘定を記入しなさい。	

（資　料２）原価データ	

当月製造費用の計算	
１、材料費の計算	
（１）Ａ材料の購入及び消費は以下のとおりであった。	
　・前月繰越分２０㎏　単価１００円	
　・当月購入分８０㎏　単価１２５円	
　・当月消費量７０㎏　単価　？円	
　・月末実地棚卸数量２８㎏	
　　なお、主要材料の消費額の計算は継続記録法による平均法によって行なう。	
　　また、棚卸減耗は正常な範囲であった。	

（２）Ｂ材料の購入及び消費は以下のとおりであった。	

　・前月繰越分２００円	
　・当月購入分８００円	
　・次月繰越分５００円	
　　なお、Ｂ材料の消費額の計算は棚卸計算によって行なう。	

２、労務費の計算	
　第１工程直接工および第２工程直接工の賃金支払い及び消費額は以下のとおりであった。	
　・当月の賃金支払いは、賃金支給総額７，１００円、所得税控除額２００円	
　　社会保険料控除額７００円であった。	
　・前月未払分４００円、当月未払分５００円がある。	
　・当月の各直接工の作業時間の内訳は以下のとおりである。	
　　直接作業時間：８時間（うち第１工程直接作業時間４時間、第２工程直接作業時間４時間）	

３、その他の費用の計算	
　上記以外にも以下のような費用がかかった。	
　・工場建物減価償却費年間予定総額９，６００円　	
　なお、製造間接費の配賦計算は直接作業時間を配賦基準とする実際配賦の方法によること。	

（資　料１）生産データ	

第１工程	

月初仕掛品　　２０個（５０％）	

当月投入量　１００個	

　　合　計　１２０個	

正		常	減	損　１０個（１０％）	

月末仕掛品　　２０個（５０％）	

完　		成	　品	９０個	

第２工程	

月初仕掛品　　１０個（５０％）	

当月投入量　　９０個	

　　合　計　１００個	

異		常	仕	損　１０個（８０％）	

月末仕掛品　　２０個（５０％）	

完　		成	　品	７０個	

（注）正常減損の負担計算は	
　　　度外視法による。	
　　　（　　　　）は加工進捗度	
									を表す。	

第１工程月初仕掛品原価	
　原料費　１，５００円　　　　	
　加工費　　　８８０円	

第２工程月初仕掛品原価	
　前工程費　　２，４００円　　　　	
　加工費　　　　　２８０円	

　　　　　　　　	

基本例題Ⅱ－３	 ＜工業簿記の総合問題その３＞	
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【解　説】	

　原価計算の方法としては、個別受注の生産形態に適用される個別原価計算（前問）と大量見込み生産に適用

される総合原価計算（本問）の２つがあります。そして、この計算に標準原価を適用するものが標準原価計算、	

変動費だけで計算するものが直接原価計算となります。日商簿記検定１級の工業簿記・原価計算の問題では、

製品原価の計算と帳簿記入が問われます。よって、この２つの観点を意識して学習するようにしましょう。なお、本

問においては、複数の材料が投入され、かつ減損と異常仕損がでています。このような問題の場合、いきなり解

き始めるのではなく、まずは進捗度の図解を書くなどして、生産状況の概要を確認するようにしましょう。工業簿記

の総合問題や原価計算の問題では「複雑な資料をいかに整理できるか」という点がポイントになります。	

ぜひ、本問をとおしてそのような視点を理解するようにして下さい。	

第１工程仕掛品	

材　　　料8,400	

賃　　　金3,600	

製造間接費		520		

第２工	程　12,600	月初仕掛品2,380		

月末仕掛品		2,300　	

【解　答】	

問１	

第２工程仕掛品	

材　　料　		500	

賃　　金		3,600	

製造間接費		520	

製　				品14,500	

月末仕掛品	3,500　	

異常仕損費	1,900　	前工程費	12,600　	

月初仕掛品2,680　	

問2	

第1工程月末仕掛品原価2,300円	

第1工程完成品原価　12,600円　　	

２、本試験の出題パターン	

　日商簿記検定１級の工業簿記・原価計算は公認会計士試験の学習で参考になるほどよくできていますし、考え

させる問題が多いのが特徴です。このため、常に高得点を取るのは難しい科目でもあります。このような工業簿

記・原価計算ですが、問題の出題傾向としては、①知識型の基本問題　②現場思考の応用問題の２つが出題され

ます。	

第2工程月末仕掛品原価3,500円	

第2工程完成品原価　14,500円	

第2工程異常仕損費　1,900円	

第１工程仕掛品	

材　　　料(　		）	

賃　　　金(				)	

製造間接費(				)		

第２工	程　(				)	月初仕掛品(	　	)	

月末仕掛品	(				)　	

【解答欄】	

問１	

第２工程仕掛品	

製　				品(					)	

月末仕掛品	(				)　	

異常仕損費	(				)　	前工程費	(					)　	

月初仕掛品(				)　	
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　　①知識型の基本問題は、テキストや問題集、専門学校の答練で解いたことのあるレベルの問題です。このよう

な問題は、知っていれば解けますし、知らなければ解けません。ということは、知っていれば解けるわけですから、

このレベルの問題は得点源となります。これに対し、日商簿記検定１級で最も難しいのが②現場思考の応用問題

です。このレベルの問題は、試験会場で初めて目にする初見の問題であり、基礎知識を使ってその場で考えて解

くことになります。このため、解けるときには解けるが、解けないときには全く解けないというリスクのある問題とな

ります。	

３、現場思考の応用問題対処法	

　　現場思考の応用問題を常に完璧に解けるようにするのは、非常に難しいものがあります。しかし、ある程度は

解けるようにする方法はあります。その方法とは、耳にタコができるほど専門学校の先生に言われたかもしれませ

んが、「理解すること」です。「なあ～んだ、そんなことか・・・。」と思われたかもしれませんね。	

しかし！このことは、商業簿記・会計学を学習するうえでも重要ですし、また、経理やコンサルティングなどの仕事

や、さらに会計士や税理士などの上級の資格を狙うときにも重要なことなのです。	

ここでは、その「理解する」ということについて、以下の設例を使ってお話しようと思います。	

　当工場では工程の始点でゴムボールを投入し、それに色を塗ってカラーボールを作っている。	

以下の資料に基づいて各問いに答えなさい。	

＜資料１＞生産データ　　	

月初仕掛品　0個	

当月投入量　2個	

月末仕掛品　1個（加工進捗度50％）	

完　成　品　1個	

問1：完成品と月末仕掛品の原価を計算しなさい。	

問2：さらに以下の追加資料を加味して、完成品と月末仕掛品を計算しなさい。	

＜追加資料＞	

　当工場ではゴムボールに、工程の流れに沿って工員がペンキを塗ることでカラーボールを作り、

工程の終点で箱に詰めて出荷している。このペンキ代および箱代は以下のとおりである。	

ペンキ代150円　箱代20円	

　　　　　　　　	

基本例題Ⅱ－４	 ＜理解することの意味＞	

＜資料２＞原価データ	

当月製造費用	

材料費（ゴムボール）：200円　加工費：150円	

【参考】日商簿記検定１級工業簿記・原価計算の出題傾向	

知識型の基本問題	 知っていれば解ける、得点源となる問題	

現場思考の応用問題	 基礎知識を使って解く、応用的な問題	

←この問題を確実に　　　	
　　得点できるように　	
　　練習する	
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問１	 完成品原価	 円	 月末原価	 円	

問２	 完成品原価	 円	 月末原価	 円	

〔解答欄〕	

問１	 完成品原価	 円	 月末原価	 円	

問２	 完成品原価	 円	 月末原価	 円	

〔解　答〕	

〔解　説〕	

問１	

	こちらの問題は、簿記検定試験２級レベルの基本問題ですよね。材料費は数量の比で完成品と月末仕掛品に配分し、	

加工費は進捗度を加味した加工換算量の比で完成品と月末仕掛品に配分すればいいわけです。なお、このタイプの

問題は知っていれば解けますし、知らなければ解けない知識型の問題といえます。	

仕掛品（原料費）	

当月投入	

　２個	

完成品	

１個	

月　末	

１個	

材料費200	

100	

100	

仕掛品（加工費）	

当月投入	

　１．５個	

完成品	

１個	

月　末	

０．５個	

加工費150	

100	

50	

完成品原価：原料費100＋加工費100＝200	
月末仕掛品原価：原料費100＋加工費50＝150	

問２	

　こちらは応用問題となります。まず、ペンキ代１５０円をどのように完成品と月末仕掛品に配分するかが問題となりま

す。ペンキ代は材料費に分類されます。簿記検定２級の学習では、「材料費は数量の比で按分」習っていますので、そ

の記憶をもとに完成品と月末仕掛品に配分したとします。	

仕掛品（材料費）	

当月投入	

　２個	

完成品	

１個	

月　末	

１個	

ペンキ代150	

75	

75	

上記計算では、ペンキ代150円が完成品	
と月末仕掛品に均等に配分されています。	
これは、正しい計算なのでしょうか？	

12	

0％	 50％	 100％	

＜イメージ図で考えてみると・・・＞

イメージ図で考えてみると一目瞭然ですよね。	
月末仕掛品は半分しか色を塗っていないので	
ペンキ代は完成品の半分しかかかっていません。	
ということは、進捗度を加味して配分計算すべき	
ということが分かります。	

月末１個	
完成１個	

M-Cass日商簿記検定2級講座講座	
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0％	 50％	 100％	

＜常識にそって考えてみる＞

仕掛品（材料費）	

当月投入	

　１．５個	

完成品	

１個	

月　末	

０．５個	

ペンキ代150	
100	

50	

　このように、材料費（ペンキ代）といえども、加工が進む	
につれて投入（塗られて）されていく場合、「数量の比」	
ではなく、加工費と同じように、進捗度を加味した「加工換
算量」で配分すべきということになります。	
　１級工業簿記では、このような現場で考えさせる問題が	
出題されますので、まずは「常識的に考える」ということ、	
そして、「どうしてこのような計算になるのだろうか？」と	
常に考えるようにしましょう。	

	　次に終点で投入される箱代の計算です。	

この工場では、完成品のボールを箱に詰めて出荷しています。では、この箱代（材料費になります）はどのように	

計算すればいいいのでしょうか？「そんなのテキストに載ってたかな・・」ではなく、ご自身が原価計算担当者になったと

して、「常識的に」「論理的に」考えてみてください。	

月末仕掛品	

完成品	

箱代20円	

	　上記のイメージ図で考えてみれば、もうお分かりになりますよね！	

そうです。箱代は完成品にしかかかっていません。よって、月末仕掛品と完成品との配分計算は必要なく、箱代は	

そのまま完成品の原価として計算します。	

仕掛品（材料費）	

当月投入	

　１個	

完成品	

１個	箱代20	 20	

完成品原価：原料費（ゴムボール）100＋ペンキ代100+箱代20＋加工費100	
　　　　　　　　＝320	
月末仕掛品原価：原料費100（ゴムボール）＋ペンキ代50＋加工費50＝200	

	　このように、簿記検定１級の工業簿記では、習得した知識を使ってそれを応用させるという問題が出題されます。	

例えば、ゴムを下請業者に外注に出してから、ゴームボールとして受取り、これを加工して完成品のボールとした	

場合はどうでしょうか？また、ペンキを当工場で製造し、そのペンキを使ってゴムボールを加工（色塗り）している	

場合はどのような計算、勘定連絡図の流れになるでしょうか？	

　こういった感じで、応用的な問題はいくらでも作れます。このため、問題の全パターンを潰すという学習方法は	

合理的でなく、応用力をつけるために「常に考えながら」テキストを読んだり、問題を解く必要があるのです。	

　よって、まずはテキストに載っている「基本の計算の考え方」を理解し、記憶してください。そして、「どうしてこのような	

計算になるのか？」常に考えてください。そのうえで、問題集や過去問にあたることで応用力をつけるとよいでしょう。	

M-Cass日商簿記検定2級講座講座	
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